
2023

2/1
No.1147もばらもばら

20歳の節目をお祝い
　1月8日㊐、市民体育館で成人式が執り行われました。昨年4月に成人年齢が18歳に引き下げられま
したが、従来通り20歳を迎える方々を対象とし、節目の年を祝いました。
　晴れ着姿の若者たちは肩を抱き合ったり手を振り合ったりと旧友との再会を喜び、式典を節目に大人
への自覚を一層胸に刻みました。



男女共同参画の社会づくりに参加しませんか？
　市では、全ての人が性別に関わりなく互いに人権を尊重し合い、心豊かに個性と能力を発揮し、責任
と喜びを分かち合うことができる「男女共同参画社会」の実現を目指し、各種事業に取り組んでいます。
「茂原市男女共同参画社会づくり推進協議会」

の第6期委員を募集
　茂原市男女共同参画計画に掲げられた各種
事業の実施状況評価等を行う委員を一般公募
します。

◆募集人数
　6人（応募多数の場合は選考）
◆活動内容
　事業の実施状況評価に係る会議（年7回程度）

「茂原市ハートフルフェスタ実行委員会」
の第7期委員を募集

　男女共同参画に関する講演会などの企画運
営に取り組む委員を一般公募します。

◆募集人数
　20人（応募多数の場合は選考）
◆活動内容
　�企画運営に係る会議（年7回程度）および当
日運営（年2～ 3回程度）

◆対 象　18歳以上の市内在住・在勤者（高校生除く）
◆任 期　2年（令和5年4月1日～令和7年3月31日）
◆応募方法　�応募用紙に住所・氏名・生年月日・電話番号・応募動機を明記し、郵送・FAX・メールに

て提出（応募用紙は企画政策課または同課ウェブページから入手）
◆応募締切　2月28日㊋

応募・問合せ　企画政策課（4階）　〒297-8511茂原市道表１ 
kikaku2@city.mobara.chiba.jp　☎（20）1651　6（20）1603

新型コロナワクチン接種のお知らせ�
� ※令和5年1月20日現在の情報のため、変更となる場合があります。

　新型コロナワクチン接種は、3月31日㊎までです。接種は
感染拡大の波を抑え、重症者や死亡者の発生を抑制するとと
もに、社会経済活動を維持するために実施されています。接
種がお済みでない方は、改めて接種をご検討ください。
　追加接種で使用される「オミクロン株対応ワクチン」は、
従来型ワクチンを2回以上接種した12歳以上の方が対象で、
これまでの接種回数にかかわらず1人1回接種できます。

茂原市の接種状況

接種人数 接種率

オミクロン株対応
　（３～５回目の内数） 31,701人 45.7％

オミクロン株対応ワクチン接種対象者：69,437人
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（歳）

▲予約受付サイト

【予約・問合せ】　受付時間　8時30分～ 17時（土日・休日も受付） 
長生郡市予防接種予約受付センター　　　　☎050（3815）4790
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2
月
に
入
り
、
も
う
す
ぐ
節
分

で
す
。
昨
年
の
嫌
な
鬼
た
ち
を
は

ら
い
、
少
し
で
も
明
る
い
方
向
に

向
か
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解

決
策
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
進
め
て

い
け
る
よ
う
今
年
も
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
昨
年
と
い
う

年
は
、
な
ん
と
い
う
年
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
2
月
に
ロ
シ
ア
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、
い
ま
だ

に
終
息
が
見
え
な
い
戦
争
を
引
き

起
こ
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
戦
闘

の
映
像
を
見
て
、
改
め
て
戦
争
と

平
和
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
決
し
て
他
人
ご
と

で
は
な
く
、
私
た
ち
も
、
北
朝
鮮

や
中
国
な
ど
の
、
独
裁
国
家
と
も

い
え
る
共
産
主
義
国
の
脅
威
に
常

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
の
伝
達
な
ど
最
近
で
は
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
国
が
積
極
的
に
推

し
進
め
て
い
る
日
本
の
防
衛
力
強

化
に
も
き
な
臭
い
に
お
い
が
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
経
済
で
は
、
米
国
は
イ
ン

フ
レ
を
抑
え
る
た
め
に
過
去
に
例

を
見
な
い
金
利
の
引
き
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
利
上
げ
が
起
こ

り
、
先
進
国
の
中
で
日
本
だ
け
が

ゼ
ロ
金
利
政
策
を
続
け
た
結
果
、

為
替
は
大
き
く
円
安
に
振
れ
、
一

気
に
1
ド
ル
１
５
１
円
ま
で
進
み

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
輸
入
品

の
価
格
が
急
激
に
上
昇
し
、
電
気
、

ガ
ス
、
燃
料
か
ら
食
品
、
雑
貨
に

至
る
ま
で
ほ
ぼ
全
品
目
が
値
上
が

り
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
は

値
上
が
り
に
よ
る
買
い
控
え
で
、

景
気
の
さ
ら
な
る
悪
化
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
い
ま
だ
に
収
ま
ら
ず
、
有
効
な

治
療
薬
も
見
つ
か
ら
ず
、
第
8
波

で
は
、
高
齢
者
の
死
者
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
希
望

を
持
と
う
と
す
る
こ
と
自
体
が
至

難
の
業
で
す
が
、
今
は
し
っ
か
り

と
現
実
を
見
つ
め
粛
々
と
足
元
の

施
策
を
打
っ
て
い
く
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　

さ
て
茂
原
へ
と
目
を
向
け
ま
す

が
、
ま
ず
物
価
高
対
策
と
し
て
、

国
の
助
成
金
を
使
い
、
燃
え
る
ご

み
専
用
袋
を
全
戸
に
無
料
配
付
し

ま
す
。
ま
た
高
校
3
年
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
の
拡
充
も
検
討
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
3
年
ぶ
り
に
七

夕
ま
つ
り
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
茂
原
市
に
や
っ
と
、
コ

メ
ダ
珈
琲
店
の
出
店
が
決
ま
り
ま

し
た
。
も
し
か
す
る
と
、
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
出
店
も
あ

る
か
も
…
。
こ
れ
で
少
し
は
経
済

が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
そ
し
て
、
2
月
1
日
よ
り
千

葉
外
房
有
料
道
路
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
は
「
福
は
内
」

に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

市
長
市
長
がが
行
く
行
く

鬼
は
外
　
福
は
内

茂
原
市
長　

田

中

豊

彦

No.145

燃えるごみ専用袋を
配付します！

　市では、物価高騰等の影響を軽減する
ための生活支援対策として、市内全世帯
に燃えるごみ専用袋を無料で配付します。
※申し込みは不要です
◆対 象
・�令和5年1月1日現在、市内に住民登録のある世帯主
・�令和5年1月2日から令和5年2月28日までに転入し、市内に住民登録のある世帯主
　（3月14日までに転入手続済みの方に限ります）
◆配 付 物
　�長生郡市広域市町村圏組合指定の燃えるごみ専用袋�
1世帯当たり30㍑ 1袋（10枚）・40㍑ 1袋（10枚）の計2袋（20枚）

◆配付方法
　対象者宛てに1月下旬から順次、市が委託した業者によりお届けします。

問合せ　環境保全課（６階）　☎（20）1504　6（20）1604

市では、広報紙の送付を希望される方に無料で郵送しています。
申込み　秘書広報課（３階）　☎（20）1512　6（20）1601お知らせ メール　　　▶フォーム3 広報もばら　2023.2.1



申告に関するお願い
可能な限り申告会場への来場を避け、新型コロナウイルス感染症の拡大防止にご協力ください。
・�確定申告書は、ご自宅のパソコンやスマートフォンを利用して国税庁ホームページの「確定申告書等
作成コーナー」から電子申告（e-Tax）で提出できます。印刷して郵送（茂原税務署宛て）すること
もできます。
・�市民税・県民税の申告書は、返信用封筒を同封し2月3日㊎に発送予定です。可能な限り郵送による
申告にご協力ください。
※昨年中に市民税・県民税の申告書を提出されている方へ、発送する予定です。

来場される際のお願い
・�来場の際はマスク等を着用し、体調がすぐれない場合は来場をお控えください。
・�相談の時間を短くするため、医療費控除の明細書、農業・不動産・事業所得の収支内訳書などは、ご
自宅で作成してから来場してください。

申告会場開設期間▶2月16日㊍～ 3月15日㊌（土日・休日を除く）

申告会場 申告の種類 受付時間等

茂原税務署　2階会議室 所得税及び復興特別所得税の
確定申告

8時30分～ 16時
※申告書の提出は17時まで
※入場整理券を配布する予定です

市役所市民室
・�市民税・県民税の申告
・�所得税及び復興特別所得税の�
確定申告

市役所　　：8時30分～ 16時
本納公民館：�8時30分～ 11時、�

13時～ 16時
※申告相談は17時まで
※�来場時に、整理券を配布します。
　（予約や事前配布は行いません）

本納公民館（ほのおか館）
1階第1会議室

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、申告会場では以下の対策を講じます
・�来場者の手指消毒・検温
・�混雑緩和のため、申告会場近くに待合室を設置
・�会場および待合室の換気
・�テーブル、イス、筆記用具などは適時消毒
・�申告者と対面する場所には透明アクリル板を設置

問合せ
・茂原税務署
　〒297-8501
　茂原市高師台1-5-1
　☎（22）2166
・市民税課（２階）
　〒297-8511　茂原市道表1
　☎（20）1577　6（20）1609

税税のの申告は、申告は、
早めに、正しく！早めに、正しく！
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納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
日　
４
月
24
日
㊊

◆
提
出
先
・
期
限

　

３
月
15
日
㊌
ま
で
に
茂
原
税
務

署
ま
た
は
金
融
機
関
へ
提
出

※�

口
座
振
替
以
外
の
納
付
期
限

は
、
３
月
15
日
㊌
で
す
。

青
色
申
告
会
に
よ
る
税
務
相
談

◆
期
間

　

２
月
６
日
㊊
～
３
月
10
日
㊎

　

９
時
～
15
時

※
土
日
・
休
日
を
除
く

※
完
全
予
約
制

◆
場
所

　

茂
原
青
色
申
告
会
館

問
茂
原
税
務
署
管
内
青
色
申
告
会

☎
�
１
２
７
３

税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談

◆
期
間

　

２
月
６
日
㊊
～
８
日
㊌

　

９
時
～
16
時

※
受
付
は
15
時
ま
で

◆
場
所

　

茂
原
税
務
署
２
階
会
議
室

※
市
役
所
で
は
実
施
し
ま
せ
ん

問
茂
原
税
務
署（
個
人
課
税
部
門
）

☎
�
２
１
６
６

確定申告の対象者（例）
・�個人事業主としての収入がある方（保険の外交員など）
・�家賃や地代などの不動産収入がある方
・�給与所得者で
　①給与収入が2千万円を超える方
　②�給与所得、退職所得以外の所得金額の合計額が20万円
を超える方

　③給与を2カ所以上からもらっている方
　④会社を退職したことにより、年末調整を行っていない方
　⑤年末調整に含まれていない各種控除を追加する方
・�公的年金等の収入金額が400万円を超える方、または400
万円以下であっても、他の所得金額の合計額が20万円を
超える方
・�住宅借入金等特別控除を受ける方（新築１年目など）
・�医療費控除を受ける方（領収書の添付または提示による医
療費控除の申告はできません。「医療費控除の明細書」の
作成が必要です）

市役所・本納公民館（ほのおか館）で受付できないもの
・青色申告　・住宅借入金等特別控除　・災害などによる雑損控除
・公共事業以外の土地・建物の譲渡　・株式などの譲渡　・贈与税・相続税の申告
・消費税の申告　・過年分（令和3年分以前）の確定申告　・その他複雑な申告相談

市民税・県民税申告の対象者（例）
今年の1月1日現在市内に居住し、次に該当する方
・�給与所得者で会社から市役所へ給与支払報告書が提出されていない方
・�事業所得者などで所得税及び復興特別所得税がかからない方
・�給与等の支払いを受けていて、他の所得金額の合計額が20万円以下の方
・�扶養になっている方で、パートや内職などの収入がある方
・�公的年金等の収入金額が400万円以下で、他の所得金額の合計額が20万円以下の方、または扶養な
どの各種控除の申告が必要な方
※�収入のない方でも、国民健康保険税や後期高齢者医療制度の保険料の軽減措置、税関係証明書の発行、
各種福祉関係の所得判定などの基礎資料となるため、必ず申告してください。

便利で簡単！国税庁ホームページから

確定申告書 を 作成
および 提出 できます

e-Taxを利用するとこんなにいいこと！
・添付書類の提出省略
・還付がスピーディー
・24時間受付可能
詳しくは、国税庁ホーム
ページをご覧ください。

国税庁　申告
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申告に必要なもの

①本人確認書類
　＋番号確認書類

※AまたはＢのいずれか

Ａマイナンバーカード（個人番号カード）

Ｂ
　運転免許証、健康保険証、パスポートなどから1点

＋
　　通知カード、住民票の写し（個人番号の記載があるもの）などから1点

②収入を証明するもの

・�源泉徴収票（給与、公的年金等）
・�営業等、農業、不動産の収入があった方は、収入と必要経費が分かる書
類や帳簿、領収書など
　※あらかじめ収入と各経費を計算しておいてください。
・�支払調書（配当、原稿料等）
・�株式等の年間取引報告書

③控除を証明するもの

・�国民年金保険料の控除証明書
・�国民健康保険税、後期高齢者医療制度の保険料、介護保険料の領収書や
口座振替納付済通知
・�生命保険料、地震保険料の控除証明書
・�障害者手帳　など

④その他 ・�本人名義の通帳（銀行名・支店名・口座番号が分かるもの）
・�筆記用具、計算機など

「障害者控除対象者認定書」を交付しています
　市では、障害者手帳等の交付を受けていない方であっても、一定の条件を満たす方に対し、障害者
に準ずるものとして市長が認定する「障害者控除対象者認定書」を交付しています。
　この認定書により、所得税の確定申告や市民税・県民税の申告の際、障害者控除の適用を受けるこ
とができます。

◆対 象 者　次の全ての要件を満たす方
　　　　　　・�65歳以上の方
　　　　　　・�令和4年12月31日現在、要介護（要支援）と

認定され、認知症または身体の障害が一定の基
準に該当する方

　　　　　　　※介護保険の認定調査資料等を基に審査します。
◆申請方法　高齢者支援課に申請書を提出してください。
◆手 数 料　１通 300円

※障害者手帳等をお持ちの方、所得税や住民税が非課税の方は、申請する必要はありません。

問合せ　高齢者支援課（２階）　☎（20）1572　6（26）6788

税税のの申告は、申告は、
早めに、正しく！早めに、正しく！
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福祉タクシーをご存じですか？
　市では、重度心身障害者が通院等のためにタクシーを利用した際の運賃の一部を助成しています。
利用するには申請が必要です。

◆対 象　【身体障害者手帳】　１級、２級
　　　　　　【療　育　手　帳】　Ⓐ、Ⓐの１、Ⓐの２、Ａの１、Ａの２
◆助成内容　�1,000円の助成券を年間最大36枚交付します。利用１回につき、２枚まで使用でき

ます。ただし、運賃が1,000円に満たない場合は、運賃の額を助成します。
　　　　　　※�乗車の際は、タクシー運賃を全額お支払いください。助成金は、翌月に指定の金融

機関の口座に振り込まれます。
◆申 請　�障害者手帳、本人名義の通帳（銀行名・支店名・口座番号が分かるもの）を持参の上、

障害福祉課または本納支所で申請してください。

問合せ　障害福祉課（２階）　☎（20）1666　6（20）1610

ストラップ型ヘルプマークを配布しています
　障害等により支援や配慮を必要としていることを、周囲の人に伝えること
ができるヘルプマークを配布しています。

◆対 象　�支援や配慮を必要としていることが外見からは分かりづらく、
援助等が必要なことを周囲の人に知ってもらいたい方

　　　　　　※障害者手帳の所持は要件ではありません。
◆配布方法　�障害福祉課、本納支所、保健センター、茂原市社会福祉協議会

にて、原則1人1個配布。�
配布の際に、アンケートにご協力をお願いします。

問合せ　障害福祉課（２階）　☎（20）1666　6（20）1610

オンラインで転出届を�
� 提出できるようになります
　電子証明書が有効なマイナンバ

ーカードをお持ちの方は、２月６日から、転
出届についてマイナポータルを通じたオンラ
インでの届け出が可能になります。このサー
ビスを利用する方は、転出にあたり茂原市役
所への来庁が原則不要となります。
　マイナポータルを通じて転出届の提出をし
た後は、別途、転入先市区町村の窓口で転入
届等の手続きが必要です。

問合せ　市民課（２階） 
☎（20）1502　6（20）1600

空き公共施設の利活用を図るための�
事業者を募集しています

　市では、空き公共施設を売却し、新たに利
活用いただける事業者を募集しています。

◆対象物件　旧中央学校給食共同調理場�
◆売却方法　二段階一般競争入札

　詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧くだ
さい。

問合せ　企画政策課（４階） 
☎（20）1516　6（20）1603

茂原市　公共施設マネジメント
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茂原市子ども・子育て審議会の�
市民委員を募集します！

　市では、子ども・子育て支援施策の推進に関する事項を審議する「茂原市子ども・子育て審議会」
を設置しています。学識経験者や子ども・子育て支援に携わる関係団体の方などと共に、同審議会に
参加する市民委員（子育て当事者）を募集します。

◆募 集 人 数　2人
◆応 募 資 格　次の条件を全て満たしている方
　　　　　　　・市内在住で18歳以下のお子さんを持つ保護者の方
　　　　　　　・子ども・子育て施策に関心を持ち、積極的にご意見をいただける方
　　　　　　　・平日の日中会議に出席できる方
◆任 期　2年（令和5年4月1日～令和7年3月31日）
◆会議の開催　年3回程度（約2時間）
◆報 酬　会議1回につき7,200円（源泉徴収あり）
◆応 募 方 法　応募用紙、作文を子育て支援課へ持参または郵送
　　　　　　　※必要書類は、子育て支援課または同課ウェブページから入手。
◆作文テーマ　私の思う茂原市の子育て支援（600字程度）
◆応 募 期 間　2月1日㊌～ 28日㊋（必着）
◆選 考 方 法　公募委員選考委員会による応募用紙および作文の書類審査
　　　　　　　※選考結果は、応募者全員に通知します。

応募・問合せ　子育て支援課（２階）　〒297-8511　茂原市道表１ 
☎（20）1573　6（20）1610

茂原市奨学資金　奨学生募集のご案内
　市では、経済的理由により修学が困難な方に、無利子で奨学資金の貸し付けを行っています。

対象要件

・保護者が、申請日の1年前から市内に住所を有する方
・経済的理由により修学が困難である方
・条件を満たす連帯保証人を２人立てられる方
・学術優良かつ健康な方
・次の学校（学校種別）に入学が決定し、または在学している方

学校種別
・大学（短期大学含む、大学院を除く）
・高等専門学校（第４学年および第５学年）
・専修学校（専門課程）

奨学資金
貸付限度額

・修　学　費　（月　　　額）　　  5万円以内
・就学支度費　（入学時のみ）　　15万円以内
※貸付人数等により希望額に沿えない場合があります。

申請書類
配布期間・場所

２月１日㊌～３月６日㊊
教育総務課または同課ウェブページから入手

申請期間・場所 ３月７日㊋～ 22日㊌　教育総務課
　詳しくは、教育総務課ウェブページをご覧ください。

申請・問合せ　教育総務課（９階）　☎（20）1557　6（20）1607
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（写真１）地蔵菩薩坐像
早野　應徳寺所蔵

（写真２）日蓮聖人坐像
鷲巣　鷲山寺所蔵
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このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。 マイシティマイシティモバラモバラ

　茂原市長寿クラブ連合会は、1年を通じて会員から寄せ
られた53万9849円を「まごころ募金」として千葉県共同募
金会茂原市支会（茂原市社会福祉協議会）の「歳末たすけ
あい運動」へ寄付しました。
　この活動は昭和52年に「１円玉募金」として始まり、連
合会に加盟する市内の単位クラブ54団体1,428人が協力。
市役所で山積みになった硬貨の仕分け作業を行った後、目
録の贈呈式が行われました。

　新治小学校にて、サッカー Jリーグ・FC大阪に所属している茂原市
スポーツ大使の古川大悟選手を招き、地域交流イベントが開催されま
した。今年3月に閉校を迎える同校で児童たちに将来につながる体験を
してほしいとの思いから企画され、児童やその保護者ら約40人が参加。
　ボールを使ったウォーミングアップやミニゲームが行われ、プロの
技術を肌で感じながら一生懸命ボールを追いかけました。
　質問コーナーでは「サッカー選手にはどうすればなれますか？」と
いう質問に、古川選手は「サッカーが楽しいから上手くなりたいと思っ
た。勝つよりもまずは楽んで」と伝えました。

　茂原市レクリエーション協会（山口律会長）による市制施行70周
年記念ウォークラリー大会が茂原公園を中心に開催され、570人が
参加しました。
　参加者は、「七夕の街めぐり」、「川の流れのように」、「里山ロマン」
と称された３つのコースに分かれ、茂原の自然や歴史を堪能し、ゴー
ル後は、会場でスポーツやクイズなどのイベントを楽しみました。
　コロナ禍によるストレスや閉塞感も和らぎ、参加した親子は「笑
顔と元気をもらい、明日へのエネルギーが湧いてきた」と喜んでい
ました。

　市民体育館にてバレーボール教室を開催し、長生郡市内
の小中学生約170人が参加しました。講師を務めたのは、
2008年北京オリンピックのバレーボール女子日本代表、櫻
井由香さんをはじめ、元Vリーガー（バレーボール選手）
4人。
　子どもたちは練習前のストレッチやサーブ、レシーブ、
スパイク、ブロックなどの基本動作の指導を受けたほか、
練習試合で講師と直接対戦するなど、高いレベルの技術を
目の当たりにし、目を輝かせていました。

▲開会式であいさつをする内田教育長

▲目録を持つ岩名地会長（左）と社協鬼島会長（右）

▲持丸結美子さん（元パイオニアレッドウィングス）に指導を受ける児童

▲古川選手は前所属のいわきFCのウェアを着てプレー！

1111/6/6

1212/14/14

1212/21/21

1212/18/18

市制施行70周年記念ウォークラリー大会市制施行70周年記念ウォークラリー大会

たくさんの“まごころ”が集まりましたたくさんの“まごころ”が集まりました

プロの華麗な足さばきに歓声！プロの華麗な足さばきに歓声！

元Vリーガーが直接指導元Vリーガーが直接指導

第19回千葉県ウォークラリー大会茂原会場

茂原市長寿クラブ連合会が「まごころ募金」を寄付

スポーツ大使に学ぼう

茂原市ジュニアバレーボール教室
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暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしくらしのの情報情報コーナーコーナー

市民の日 4月1日（H14.5.25制定）
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て
放
送
し
ま

す
。

問
防
災
対
策
課
（
４
階
）

☎
�
７
５
８
０　

6
⒇
１
６
０
２

Ｊ
ア
ラ
ー
ト�

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　

国
お
よ
び
市
に
お
い
て
、
地
震

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
備

え
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す
。
市
内
の
防
災

行
政
無
線
か
ら
左
記
の
と
お
り
放

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
訓
練
実
施
予
定
日
時

　

２
月
15
日
㊌（
11
時
頃
を
予
定
）

◆
訓
練
放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
。」（
３
回
繰
り
返
し
）

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
も
ば
ら

で
す
。」

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

※�

国
の
判
断
に
よ
り
訓
練
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
防
災
対
策
課
（
４
階
）

☎
�
７
５
８
０　

6
⒇
１
６
０
２

特
定
健
康
診
査
を�

�

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
～
74
歳
の
方
を

対
象
に
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂

質
異
常
な
ど
の
早
期
発
見
の
た
め

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
５
年
度
は
５
月
か
ら
開
始

す
る
予
定
で
す
。
対
象
者
に
は
、

２
月
下
旬
～
３
月
下
旬
の
間
に
受

診
希
望
の
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
記
入
の
上
、
返
送
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

日
程
・
会
場
な
ど
は
決
ま
り
次

第
、
広
報
も
ば
ら
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
・
自
治
会
回
覧
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
特
定

健
康
診
査
に
代
え
、
短
期
人
間
ド

ッ
ク
を
受
診
す
る
場
合
、
市
へ
事

前
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
検
査
費

用
の
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
０
３　

6
⒇
１
６
０
０

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
お

よ
び
介
護
保
険
の
一
層
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
始
ま
る
「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
い
た
だ
い
た
回
答
は
全

て
統
計
的
に
処
理
し
ま
す
の
で
、

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
基
準
日　
令
和
５
年
１
月
１
日

◆
対
象
者

　

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
の
う
ち
２
５
０
０
人

◆
発
送
日　
２
月
６
日
㊊

◆
回
答
方
法　

　

２
月
28
日
㊋
ま
で
に
同
封
の
返

信
用
封
筒
に
入
れ
返
送
。

問
高
齢
者
支
援
課

　

地
域
包
括
支
援
室
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
８
３　

6
�
６
７
８
８

在
宅
寝
た
き
り
者
等
歯
科
保
健

事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
茂
原
市
長
生
郡
歯
科
医

師
会
の
協
力
に
よ
り
、
寝
た
き
り

や
体
が
不
自
由
で
外
出
で
き
ず
、

歯
科
健
診
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま

れ
な
い
方
に
、
在
宅
訪
問
歯
科
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
口
腔
内
の
衛
生

状
態
を
改
善
し
、
口
腔
機
能
の
維

持
・
回
復
だ
け
で
な
く
、
全
身
的

な
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

◆
対
象

・
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方

・
障
害
な
ど
に
よ
り
外
出
困
難
な
方

※��

い
ず
れ
も
介
護
保
険
法
に
よ
る

歯
科
部
門
の
居
宅
療
養
管
理
指

導
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

方
お
よ
び
施
設
入
所
者
は
除
く
。

◆
内
容

・�

口
腔
内
清
掃
お
よ
び
義
歯
清
掃

な
ど
の
歯
科
保
健
指
導

・�

歯
周
疾
患
、
む
し
歯
な
ど
に
対

す
る
応
急
処
置

・
往
診
歯
科
医
療
の
必
要
性
の
把
握

　

�（
市
内
の
協
力
歯
科
医
師
が
訪

問
）

◆
実
施
制
限

　

１
年
に
１
回
限
り
で
自
己
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
以
後
の
治
療
が
必
要
な

場
合
は
保
険
診
療
と
な
り
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
１
７
２
５　

6
�
１
８
６
５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」
が
お
得
で
す

　

振
替
方
法
は
、
翌
月
末
振
替
・

当
月
末
振
替
（
早
割
）・
６
カ
月

前
納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
の

う
ち
か
ら
選
択
で
き
、
翌
月
末
振

替
以
外
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。
特

に
割
引
額
が
多
い
の
は
２
年
前
納

で
、
２
年
間
で
１
万
５
千
円
程
度

の
割
引
に
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
書
類
、

預
貯
金
通
帳
、
届
け
印

◆
申
込
期
限

　

１
年
前
納
・
２
年
前
納
・
６
カ

月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
）
は
２

月
末
日

※�

一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い

る
方
の
口
座
振
替
は
、
毎
月
納

付
（
割
引
な
し
）
の
み
で
す
。

※�

現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
も
、
前
納
割
引
制
度
が
あ
り

ま
す
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

　

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
か
ら
は

☎
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５
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と
タ
オ
ル
体
操

◆
対
象　
市
内
在
住
者

◆
定
員　
20
人
（
申
込
順
）

◆
費
用　
無
料

◆
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物

　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
マ
ス
ク

※�

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い

◆
申
込
締
切　
2
月
17
日
㊎

◆
主
催

　

茂
原
市
健
康
生
活
推
進
員
会

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
７
２
５　

6
�
１
８
６
５

福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
を�

�

募
集
し
ま
す

◆
募
集
内
容

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
嘱
託
労
務
士

（
施
設
内
外
の
維
持
管
理
業
務
、

貸
館
業
務
）　

若
干
名

◆
勤
務
地

　

市
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ

か
（
要
相
談
）

◆
勤
務
時
間
お
よ
び
給
与

・�

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
土
日

の
う
ち
週
１
日
）

　

時
給
１
０
０
０
円

・�

17
時
～
21
時
15
分
（
土
日
含
め

週
３
～
４
日
）

　

時
給
１
０
５
０
円

◆
雇
用
期
間

　

令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
６

年
３
月
31
日
（
勤
務
成
績
に
よ
り

更
新
あ
り
）

◆
応
募
要
件

・�

日
勤
・
夜
勤
の
両
方
勤
務
で
き

る
こ
と
（
夜
間
の
施
設
利
用
が

な
い
日
は
、
勤
務
時
間
が
短
縮

に
な
り
ま
す
）

・�

普
通
自
動
車
運
転
免
許
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
）
の
基
本
操
作
が
で
き
る
こ

と
◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
、
職
務
経
歴
書

◆
選
考
方
法

　

書
類
選
考
（
１
次
審
査
）、
面

接
試
験
（
２
次
審
査
）

◆
募
集
期
間

　

応
募
状
況
に
よ
り
終
了

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

茂
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
１
９
６
９　

6
�
６
５
３
８

ぐ
る
っ
と
長
生
フ
ェ
ス
タ�

２
０
２
３
in
一
宮
町�

参
加
者
募
集
！

　

長
生
地
域
観
光
連
盟
で
は
、
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
で
一
宮
町

を
巡
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
長
生
郡
市
７
市
町
村

の
特
産
品
の
お
土
産
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時

　

２
月
25
日
㊏
10
時
～
16
時
（
受

付
９
時
30
分
～
、
小
雨
決
行
）

◆
場
所（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
）

　

釣
ヶ
崎
海
岸

◆
対
象

　

10
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

可
能
な
方
（
経
験
不
問
）

◆
費
用

　

３
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

※�

ス
ト
ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
有
り

（
レ
ン
タ
ル
料
５
０
０
円
）

◆
定
員　
80
人
（
申
込
順
）

◆
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
を
事
務
局
へ
持
参
・

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

※�

申
込
用
紙
は
事
務
局
お
よ
び
市

商
工
観
光
課
窓
口
ま
た
は
同
課

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

◆
申
込
期
限　
２
月
17
日
㊎

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

長
生
地
域
観
光
連
盟
事
務
局

（
白
子
町
役
場
商
工
観
光
課
）

☎
�
２
１
１
７　

6
�
４
１
３
２

令
和
３
・
４
・
５
年
度�

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
を

追
加
で
受
け
付
け
ま
す

◆
受
付
期
間

　

２
月
20
日
㊊
～
３
月
10
日
㊎

（
必
着
）

◆
申
請
方
法　
郵
送

◆
有
効
期
間

　

令
和
５
年
６
月
１
日
～
令
和
６

年
５
月
31
日

◆
申
請
様
式
等

　

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手

【
申
請
・
問
合
せ
】

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合　

事
務
局
総
務
課
管
財
係

☎
�
０
１
０
７

令
和
５
年
度
千
葉
県
生
涯
大
学

校
学
生
募
集
（
２
次
）

◆
対
象

　

社
会
参
加
意
欲
の
あ
る
千
葉
県

在
住
の
60
歳
以
上
の
方

◆
募
集
期
間

　

２
月
10
日
㊎
～
28
日
㊋

◆
願
書
配
布
場
所

　

生
涯
大
学
校
外
房
学
園
、
市
高

齢
者
支
援
課
、
長
生
地
域
振
興
事

務
所
（
長
生
合
同
庁
舎
内
）、
県

高
齢
者
福
祉
課

※�

郵
送
希
望
者
は
、
１
４
０
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角

２
サ
イ
ズ
）
を
同
封
し
郵
送
。

県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
入
手

可
能
。

問
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

☎
０
４
３（
２
６
６
）４
７
０
５

募

集

健
康
生
活
推
進
員
さ
ん
の�

健
康
教
室

◆
日
時

　

２
月
20
日
㊊
９
時
30
分
～
11
時

30
分
（
受
付
９
時
15
分
～
）

◆
内
容　
栄
養
ミ
ニ
知
識（
減
塩
）

子
育
て
応
援
チ
ケ
ッ
ト
の�

有
効
期
限
は
２
月
28
日
㊋
で
す

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
ま
で
に
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・�

令
和
４
年
10
月
１
日（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
市
内
に
住
民
登
録

の
あ
る
高
校
生
等
ま
で
の
児
童

（
平
成
16
年
４
月
２
日
以
後
に

生
ま
れ
た
児
童
）。
→
郵
送
済

み
・�

令
和
４
年
10
月
２
日
～
令
和
５

年
１
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

基
準
日
後
の
最
初
の
住
民
登
録

が
市
内
に
あ
る
児
童
。
→
随
時

郵
送

◆
登
録
店
舗

　

子
育
て
支
援
課
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
支
援
課
（
２
階
）

☎
⒇
１
５
７
３　

6
⒇
１
６
１
０

12広報もばら　2023.2.1



Life InformationLife Information
暮らしに役立つ情報が満載 !

くらしくらしのの情報情報コーナーコーナー

市の花 コスモス（H9.10.20指定） 市の木 つつじ（S45.11.10指定）

今 月 の 納 期
●固定資産税・都市計画税（第4期） 
●国民健康保険税（第8期） 
■納期限は、2月28日㊋です。
※コンビニやスマホ決済でも納付できます。
※納税には便利な口座振替をご利用ください。

問合せ　収税課（２階）
☎（20）1578　6（20）1609

相　　談　　日
■市民相談 執務時間内／場所・問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■無料法律相談
　（予約制・民事）

2月9日㊍　13時〜 15時／場所＝5階504会議室
2月28日㊋　13時〜 15時／場所＝5階504会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■交通事故相談（予約制） 2月24日㊎　10時〜 15時／場所＝5階505会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■人権・行政相談 2月14日㊋　13時～ 16時／場所＝市役所5階505会議室
2月22日㊌　13時～ 16時／場所＝ほのおか館2階第3会議室／問合せ＝生活課（2階）☎（20）1505

■消費生活相談 月〜金曜日　9時30分〜 16時（12時〜 13時までを除く）
／場所・問合せ＝消費生活センター（生活課内）☎（20）1101

■空き家相談 執務時間内／場所・問合せ＝建築課（8階）☎（20）1588

■心配ごと相談 毎週水曜日　9時30分〜 11時30分（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止の場合あり）／問合
せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■ボランティア相談 執務時間内／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■無料法律相談 （要電話予約）2月22日㊌　13時～ 16時／場所＝総合市民センター／問合せ＝社会福祉協議会☎（23）1969

■健康相談 毎週木曜日　13時〜 16時（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止の場合あり）
／場所・問合せ＝総合市民センター☎（24）9511

■歯科相談・栄養相談（要電話予約）2月6日㊊　10時〜 16時／オンラインでの相談も行っています。／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■助産師相談 （要電話予約）2月3日㊎　9時10分〜 12時／オンラインでの相談も行っています。
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■６か月乳児相談 2月16日㊍（令和4年8月生）／時間・内容が変則的です。対象の方には個別通知します。／場所・問合せ
＝保健センター☎（25）1725

■1歳6か月児健康診査 2月7日㊋（令和3年7月〜 8月生）／時間・内容が変則的です。対象の方には個別通知します。／場所・問
合せ＝保健センター☎（25）1725

■3歳児健康診査 2月8日㊌（令和元年6月〜 7月生）、2月22日㊌（令和元年7月〜 8月生）／時間・内容が変則的です。対象の
方には個別通知します。／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■こころの
　健康相談

（要電話予約）2月20日㊊　9時30分、10時45分、13時15分、14時30分
／場所・問合せ＝保健センター☎（25）1725

■�子育て相談
　（予約制）

2月2日㊍・24日㊎／内容＝子育て、発育、発達に関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課（2階）☎（20）1573

■�ことばの相談
　（予約制）

2月2日㊍・17日㊎・24日㊎／内容＝ことばに関すること／対象＝就学前までの親子
／場所＝保健センター／問合せ＝子育て支援課（2階）☎（20）1573

■家庭児童相談
　DV相談

執務時間内／内容＝子育て、児童虐待、DVなどに関する相談
／場所・問合せ＝子育て支援課　子育て家庭相談室（2階）☎（23）5500

■家庭教育相談 毎週月・火・水・木曜日　9時〜 17時（火曜日のみ9時〜 12時）／場所・問合せ＝生涯学習課（9階）☎（20）1559

■少年相談 月〜金曜日　9時〜 16時30分／場所・問合せ＝青少年指導センター☎（22）0080

■高齢者総合相談
執務時間内／場所・問合せ＝茂原市もばら地域包括支援センター☎（22）3007、茂原市みなみ地域包括支援
センター☎（20）2626、茂原市ちゅうおう地域包括支援センター☎（26）7525、 茂原市ほんのう地域包括支援
センター☎（36）2123※本納地区高齢者相談会＝2月9日㊍／場所＝ほのおか館１階相談室

■長生保健所
（※太字は予約制）

HIV等抗体検査、エイズ相談、性感染症検査、肝炎ウイルス検査、骨髄バンクドナー登録受付、腸内細
菌検査（検便）、精神保健福祉相談、ひとり親家庭自立支援などを行っています。
／場所・問合せ＝長生保健所（長生健康福祉センター）☎（22）5167 ／ DV相談（来所相談は予約制）専用電
話☎（22）5565 ／障害のある人への差別に関する相談　専用電話☎（26）1510

介護保険の保険証を交付
　満65歳になる方（昭和33年 2月 2日～昭和33年 3月 1日生）は、
第1号被保険者の資格取得となります。2月15日ごろまでに保険証（被
保険者証）を郵送します。

問合せ　高齢者支援課（２階） ☎（20）1572　6（20）1610

満75歳の誕生日から後期高齢者医療の対象に
　満75歳になる方（昭和23年3月2日～昭和23年4月1日生）は、現在加
入の健康保険を脱退し、誕生日当日から後期高齢者医療制度に加入す
ることとなります。今月末までに保険証（被保険者証）を郵送します。

問合せ　国保年金課（２階） ☎（20）1503　6（20）1600
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参加の際は、感染症対策をお願いします。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、変更・中止となる場合があります。
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名　　　称 曜　日 時　間 内　　　　容 場　所 連　絡　先

❶ 大人と子どもの書道
教室　墨和会 第3・4日曜日 10時～ 12時

全日本書芸文化院理事・茂原市書道協会会員の講師
が指導。東京　新橋演舞場プログラムの表紙筆文字
揮毫／講師＝田中翠仙先生／対象＝幼児～（保護者
同伴可）／費用＝月2,000円（中学生まで月1,000円）、
入会金1,000円、別途本代／その他＝2月26日㊐に無
料の体験会を実施します。

総合市民センター ☎080（8870）6018
田中

❷ 茂美会 第2・4金曜日 10時～ 13時
洋画全般の習得（油絵・水彩・パステル・木炭）／
対象＝一般（初心者向け）／費用＝月2,000円（4月
より）

総合市民センター ☎090（2408）8292
松尾

❸ 民謡楽友会 月3回水曜日 18時～ 20時30分
民謡を琴古流尺八・津軽三味線の伴奏で練習し、ボ
ランティア等で楽しんでいます／対象＝一般／費用
＝月2,000円（子ども無料）

総合市民センター ☎090（7421）0518
田辺

❹ つるえカンタービレ 第1・3金曜日 10時～ 12時 女声合唱の名曲集。女声合唱ならではの美しさを追
求する／対象＝女性／費用＝月3,000円 総合市民センター ☎090(7271)3021

山本

❺ 北部ボランティア会 月3回水曜日 13時～ 16時頃
ひとり暮らしの高齢者等にお弁当を作ってお届けし
ながら見守りを行う「見守り型食事サービス」のお
弁当の調理ボランティア／対象＝一般

総合市民センター
☎(23)1969
茂原市社会福祉協
議会　石井

❻ リソルの森蕎麦打ち
倶楽部

第1日曜日　9時～ 12時
第3土曜日　13時～ 16時

おいしいそばつくりを一緒にしてみませんか？いま
女性にも人気です／対象＝一般／費用＝月500円、
入会金2,000円

東郷福祉センター
☎090(1422)7064
リソルの森蕎麦打
ち倶楽部事務局

❼
そば打ち養成教室
第1期受講者募集
（4月～ 6月の全6回
コース）

月2回火曜日
または水曜日 9時～ 11時

原則マンツーマン指導します／対象＝初めての方から経
験があり、さらに上を目指す方／費用＝15,000円（1回
2,500円）※材料代、道具貸与、施設利用料含む

東郷福祉センター
☎090(1422)7064
リソルの森蕎麦打
ち倶楽部事務局

❽ あじさい卓球 毎週金曜日 13時30分～ 16時30分 前半…台を回りながらいろいろな人との打ち合い、
後半…試合形式／対象＝一般／費用＝年5,000円 鶴枝公民館 ☎(23)6670　中込

❾ グラッド 第2・4木曜日 12時30分～ 14時30分 クラシックギター演奏の習得／対象＝未経験者／費
用＝月2,500円 本納公民館 ☎090（9388）4936

松田

❿ PSP 毎週土曜日 17時～ 18時
エアロビクスダンスとヒップホップダンス。楽しく
踊りましょう！／対象＝5歳～成人（初心者歓迎）
／費用＝月2,000円

東部台文化会館 ☎080(6553)8981
鈴木

⓫ 上総の里の室内楽
田園あんさんぶる 第2・4日曜日 13時30分～ 16時30分

ビバルディやモーツァルトから、日本のわらべ歌ま
で…室内楽を楽しみませんか？弦楽器大歓迎！／対
象＝一般

公共施設 ☎090（9819）8035
原田

⓬ 宝を未来につなぐ
寺子屋

少子化と共働の家庭が多く、子ども会役員を受託する保護者が少なくなり、地域の子ども会の解散の多い昨今、
地域の「宝達」にふるさとの楽しい思い出作りと、健全育成をする／対象＝一般（現地域の子供会加入者可）
／費用＝一世帯1,000円／その他＝総会資料差し上げます／後援＝茂原市社会福祉協議会／協賛＝茂原市教育委
員会、子育て支援課

☎090(3102)7922
宝を未来につなぐ寺
子屋事務局　山田

① 骨董がらくた市と
フリーマーケット

2月11日㊏㊗、
25日㊏ 8時～ 13時 大駐車場にて開催 藻原寺前 ☎090（4950）6193

小曽根

② 子ども食堂
米米くらぶ 2月12日㊐ 11時～ おにぎり炊き出し、無料食材配布（食材がなくなり

次第終了）／対象＝一般／費用無料
茂原市高師2234-2
（パシオス前）

☎080（1088）1359
牧

③ 鮭稚魚放流 2月12日㊐
（小雨決行） 10時～ 12時

「瑞沢川に鮭の稚魚を放流する会」に参加。鮭の生
態・命の尊さ・河川の環境問題などを学ぶ／対象＝
未就学児（保護者同伴）～中学生／定員＝20人（申
込順）／費用＝300円（当日集金・保険・通信事務
費等）／申込期限＝2月10日㊎／その他＝汚れても
いい服装とマスクを着用してください。

睦沢町瑞沢川一ッ橋
付近（睦沢小学校裏）

☎090（3102）7922
宝を未来につなぐ
寺子屋事務局山田

④
茂原市制施行
70周年記念
長生フイルム会2023

2月16日㊍～
3月5日㊐

9時～ 17時
最終日15時まで

フイルム写真の展示。茂原をテーマにしたミニ個展
とA1パネル70枚で2階フロアを飾る「茂原70」と題
した特別企画展示も行います。高校生から80代のベ
テランまで、個性豊かな作品をご覧ください／入館
無料

美術館・郷土資料館
☎（24）0125
CFC事務局
（11時～ 17時）

⑤ 第25回保護犬猫の
譲渡会ｉｎ茂原珈琲 2月18日㊏ 11時～ 14時

保護犬猫が何匹か来て店内で飼い主さんを見つける
場。ドリンク1杯飲むと10円、オリジナルマグカッ
プを買うと300円がボランティアさんへの寄付とな
ります。千葉県が実施している「ちばコラボ大賞」
では1次審査を通過。県のＨＰやチラシ等に掲載され
ています。

Dog　Ｂａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅｅ
Café　茂原珈琲
（下永吉894-1）

☎（44）5120　瀬山

⑥ みんなで明るく楽しく
学ぼうさい、遊ぼうさい 2月19日㊐ 10時～ 15時

いつ起こるか分からない災害への準備や対応、赤十
字による救命救急の対応研修（午前・午後の2部、
それぞれ先着20人）、主な避難食の展示、指定避難
所の把握、災害備蓄用品の試食（60食限定）や配布（数
量限定）、地震揺れ体験など防災への知識を身に付
けよう。備えよう。備蓄品のクラッカーも配布しま
す（参加者100人）／対象＝市内在住者／費用無料

中央公民館 ☎080（5088）1365
岡本

⑦

3.11東日本大震災
あの日から12年レク
チャー
音楽ボランティア
たんぽぽの会

3月10日㊎ 14時～ 16時30分 12年間の記録。現在の被災地。東北地方の歌唱／費
用＝参加費500円、資料代300円／要申込み 総合市民センター ☎080（5439）9474

新村

⑧ 第11回
春民謡の集い 3月12日㊐ 10時30分～

（9時40分開場） 民謡の集い／費用無料 東部台文化会館 ☎（23）2576
祐さ栄会　田中

会員募集・イベントコーナーの原稿についてのお願い
●会員募集・イベントとも内容を簡潔にご記入ください。　●連絡先は、日中連絡のとれる電話番号をご記入ください。
●会員募集は、公平性の観点から1団体年間2回以内の掲載とし、市内の公共施設等で活動している団体と茂原市認定市民活動団体が対象です。
●イベントコーナーは広く市民に参加を呼びかけるものです。主催者の会員が主に参加者となるイベントは掲載をご遠慮ください。
★会員募集・イベントの転載については、主催者等に確認をお願いします。
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く
」

詐
欺
的
な
通
販
サ
イ
ト
に
注
意
！
No. 199

　

年
が
明
け
、
新
年
度
を
控
え
多

く
の
方
が
新
生
活
の
準
備
を
始
め

る
時
期
で
す
。
ネ
ッ
ト
通
販
の
利

用
が
増
え
る
中
、「
商
品
が
届
か

な
い
」、「
偽
物
が
届
い
た
」
と
い

っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま

す
。

【
事
例
１
】

　

検
索
し
て
見
つ
け
た
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
注
文
し
た
靴
が
届
か
な

い
。
振
込
先
が
個
人
名
で
連
絡
手

段
が
メ
ー
ル
し
か
な
く
、
返
事
が

来
な
い
。

【
事
例
２
】

　

ブ
ラ
ン
ド
品
の
バ
ッ
グ
が
格
安

だ
っ
た
の
で
注
文
し
た
。
代
金
引

換
で
届
い
た
が
、
明
ら
か
な
偽
物

だ
っ
た
。

◎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

詐
欺
的
な
サ
イ
ト
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
の
場
合
、
い
っ
た
ん
事
業
者

と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
返
金
な
ど
の
被
害
回
復
が
難

し
い
た
め
、
注
文
前
に
詐
欺
的
な

サ
イ
ト
と
気
付
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

そ
こ
で
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
注
文
す
る
前
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
注
意
す
る
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

・�

一
般
に
流
通
し
て
い
る
価
格
よ

り
も
販
売
価
格
が
大
幅
に
割
引

さ
れ
て
い
る
場
合
は
注
意
が
必

要
で
す
。

・�

事
業
者
の
情
報
を
し
っ
か
り
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
事
業
者
の
所

在
地
の
記
載
が
な
い
、
ま
た
は

記
載
は
あ
る
が
場
所
を
調
べ
て

み
る
と
、
田
ん
ぼ
や
畑
、
個
人

宅
に
な
っ
て
い
る
例
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
、
電
話
番
号
が
な

く
、
連
絡
方
法
が
問
合
せ
フ
ォ

ー
ム
や
フ
リ
ー
メ
ー
ル
の
み
で

あ
る
例
も
あ
り
ま
す
。

・�

代
金
振
込
先
が
店
名
と
関
係
の

な
い
個
人
名
義
の
口
座
や
支
払

い
方
法
が
代
金
引
換
の
み
の
業

者
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
代
金
引

換
で
商
品
代
金
を
支
払
っ
た
後

に
偽
物
と
分
か
っ
て
も
、
宅
配

業
者
か
ら
の
返
金
は
困
難
で

す
。

被
害
に
遭
っ
た
場
合
は　
　
　
　

　

決
済
会
社
や
金
融
機
関
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　

金
融
機
関
へ
の
申
し
出
に
よ
り

振
込
先
の
口
座
を
凍
結
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
を

入
力
し
た
場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
に
カ
ー
ド
番
号
の
変
更
も
要

請
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）

☎
⒇
１
１
０
１　
6
⒇
１
６
０
０
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いきいき仲間たちいきいき仲間たち

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

「広報もばら」は環境にやさしいインクで
印刷されています。
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登 録

問合せ　防災対策課（４階）　☎（36）7580　5（20）1602
※高齢者等を対象に、防災情報を自宅の電話・FAXに配信するサービスも行っています。

防災・防犯に関する情報をメールで配信
もばら安全・安心メールを

ご利用ください

右の二次元コードを読み取るか、下記メールアドレスに
空メールを送信後、返信されたメールに記載されてい
る手順に従って登録してください。
touroku.mobara-city@raiden2.ktaiwork.jp

【人口と世帯数】� 令和５年１月１日現在
●総人口　87,358人 ●世帯数　41,621世帯
●　男　　43,229人 ●　女　　44,129人
【12月中の動き】
●転入 230人 ●転出 217人 ●出生 26人 ●死亡 103人☎0

（通話無料）
120（4
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防災行政無線が再確認できます
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今月の日曜開庁 2月26日㊐  8時30分〜 17時15分

市 民 課（2階） ☎（20）1502

市民税課（2階） ☎（20）1577

収 税 課（2階） ☎（20）1578

本納支所（ほのおか館内）☎（34）2111

証明書等交付時間を延長 毎週水曜日　19時まで

市 民 課（2階） ☎（20）1502

※�一部取り扱えない業務もありますので、
詳しくはお問い合わせください

日曜・休日当番医 診療時間　9時〜 17時

《内科系》 《外科系》

2月  5日㊐ 宍 倉 病 院
☎（24）2171

宍 倉 病 院
☎（24）2171

2月11日㊏㊗ 大 多 和 医 院
☎（33）6111

清 水 三 郎 医 院
☎（25）0776

2月12日㊐ 鵜 澤 医 院
☎（34）2008

おゆみの中央病院茂原クリニック
☎（25）7755

※都合により、変更する場合があります。救急患者が優先となります。
　消防本部☎（24）0119、6（25）8448へお問い合わせください。

多面的機能支払交付金活動組織
早野地域資源保全会

流域治水に繋がる
田んぼダムの取り組み

　皆さんは「田んぼダム」というものをご存じ
でしょうか？「田んぼダム」とは、田んぼが元々
持っている貯水機能を利用し、大雨時に一時的
に雨水を貯め、時間をかけて排水路に流すこと
により、洪水被害が軽減される取り組みです。
排水口に設置された調整板などの器具が、少し
ずつ排水する役割を担っています。近年、台風
や大雨の際に各地で河川の氾濫や冠水が起きて
おり、少しでも洪水被害を軽減するため田んぼ
ダムの取り組みが推進され、全国的に注目を浴
びています。
　現在、茂原市でもその取り組みが広がってお
り、早野地域資源保全会では、令和４年度から
田んぼダムの取り組みを本格的に実施。令和6
年度までに計90カ所（17ヘクタール）に広げる
計画です。
　早野地域資源保全会は、国・県・市の交付金
を活用し活動する“多面的機能支払交付金活動

組織”として平成26年度に設立されて以降、早
野・綱島地域の農地の保全や水路の維持管理に
尽力するほか、地元の小学生に稲作体験を実施
するなど、地域活動にも貢献しています。
　代表の鶴岡さんは「令和元年度の水害を受け、
保全会で何か支援できないかと考え、実施に
至った。この活動が広く周知され実施する地域
が増えるほど、水害対策にさらに効果が出ると
思う」と取り組みへの思いを話します。また、「田
んぼダムの管理には耕作者の方の協力が必要不
可欠。取り組みに
ついて理解しても
らうため、田んぼ
ダムの管理講習会
を実施したい」と
普及に向けた展望
を熱く語ってくれ
ました。 ▲排水口に設置された調整板
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